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豊年祭
五穀豊穣
花徳・轟木・山・手々

　

今
年
も
町
内
各
地
で
伝

統
の
豊
年
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
花
徳
、
轟
木
、

山
地
区
で
は
６
月
10
日
、

手
々
地
区
で
は
６
月
17
日

に
行
わ
れ
、
作
物
の
豊
作

を
祈
願
し
、
み
こ
し
を
担

い
で
集
落
内
を
練
り
歩
き

ま
し
た
。
活
気
あ
ふ
れ
る

地
域
の
様
子
を
写
真
で
お

届
け
し
ま
す
。

花徳
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手々

轟木

山
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運動と談笑で和やかに健康づくりまぶーる君とポーズを決める闘牛戦士ワイドー

町
健
康
の
森
総
合
運
動
公
園
で
６
月

23
日
、「
町
制
施
行
60
周
年
記
念 

南
三

島
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
が
開
催

さ
れ
、
沖
永
良
部
島
、
与
論
島
か
ら

の
参
加
チ
ー
ム
を
含
め
68
チ
ー
ム
約

４
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
高
齢
者

の
健
康
増
進
も
ね
ら
い
と
し
た
今
大
会

で
は
、
県
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
の
保
健

師
に
よ
る
健
康
講
話
も
実
施
。
参
加
者

は
晴
天
の
も
と
で
元
気
に
体
を
動
か
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
日
の
昼
食
に

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
事
業
に
よ

り
、
徳
之
島
生
ま
れ
の
黒
毛
和
牛
「
の

ざ
き
牛
」
と
「
み
の
り
館
カ
レ
ー
」
が

無
料
で
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

６
月
29
日
、
沖
縄
の
う
る
ま
市
の

ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー
「
闘
牛
戦
士
ワ
イ

ド
ー
」
と
制
作
ス
タ
ッ
フ
が
来
島
し
、

町
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。
闘
牛
戦
士
ワ

イ
ド
ー
は
今
年
４
月
に
フ
ァ
ー
ス
ト

シ
ー
ズ
ン
が
沖
縄
の
Ｒ
Ｂ
Ｃ
琉
球
放
送

で
放
映
。
人
間
と
闘
牛
の
絆
や
、
人
も

牛
も
「
逃
げ
た
ら
負
け
」
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
性
な
ど
で
人
気
を
博
し
、
来
年

４
月
放
送
に
向
け
た
セ
カ
ン
ド
シ
ー
ズ

ン
の
企
画
が
進
行
中
で
す
。
セ
カ
ン
ド

シ
ー
ズ
ン
で
は
徳
之
島
を
題
材
に
作
品

を
制
作
予
定
で
、
フ
ァ
ー
ス
ト
シ
ー
ズ

ン
は
現
在
動
画
共
有
サ
イ
ト
の
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
全
話
視
聴
で
き
ま
す
。

南
三
島
の
高
齢
者
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
健
康
づ
く
り

闘
牛
戦
士
ワ
イ
ド
ー
、
徳
之
島
を
舞
台
に
企
画
進
行
中

園児代表も参加し記念のテープカット

町
文
化
会
館
で
６
月
17
日
、「
第
10
回

子
ど
も
文
化
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
町
制
施
行
60
周
年
記
念
の
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
か
ら
イ
ベ
ン
ト
が
ス
タ
ー
ト

し
、
家
族
連
れ
ら
多
く
の
子
ど
も
た
ち

が
来
場
。
舞
台
発
表
で
は
保
育
・
幼
稚

園
児
た
ち
の
ダ
ン
ス
や
、ゲ
ス
ト
の
「
ク

ラ
ウ
ン
・
コ
ト
ラ
」
さ
ん
に
よ
る
バ
ル
ー

ン
ア
ー
ト
、
歌
の
お
姉
さ
ん
「
Ｐ
ｉ

Ｐ
ｉ
」
さ
ん
に
よ
る
歌
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
な
ど
、
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
を
楽
し

み
ま
し
た
。
ま
た
働
く
車
に
乗
っ
て
み

よ
う
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
パ
ト
カ
ー
に

乗
っ
て
楽
し
げ
に
記
念
写
真
を
撮
る
子

ど
も
た
ち
の
姿
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
文
化
祭
、
家
族
連
れ
ら
で
大
盛
況

治井春代三味線教室の皆さん

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
６
月
24
日
、

町
制
施
行
60
周
年
記
念
「
第
33
回
島
口

島
唄
の
祭
典
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
か
ら
９
団
体
・
個
人
が
出
演
し
、

島
唄
や
島
口
で
の
漫
談
を
披
露
。
開
会

の
あ
い
さ
つ
や
司
会
進
行
も
島
口
で
行

わ
れ
、
訪
れ
た
約
２
０
０
名
の
観
客
を

楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
ま
た
同
日
に
町
文

化
会
館
で
行
わ
れ
た
「
平
和
の
祈
り
コ

ン
サ
ー
ト
」
に
出
演
し
た
、
関
東
在
住

で
喜
界
島
出
身
の
唄
者
、
牧
岡
奈
美
さ

ん
も
サ
プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス
ト
で
出
演
。
鹿

児
島
県
や
九
州
で
の
民
謡
コ
ン
テ
ス
ト

優
勝
者
の
美
し
い
歌
声
に
、
会
場
か
ら

は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

島
口
を
語
り
唄
い
継
ぐ
祭
典
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス
ト
も
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惜しくも準優勝となった剣道競技 運動に取り組む保護司の皆さんと町関係者

７
月
８
日
、「
第
59
回
大
島
地
区
大

会
」
の
徳
之
島
町
開
催
競
技
が
行
わ

れ
、
町
健
康
の
森
総
合
運
動
公
園
多
目

的
広
場
で
は
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

が
、
町
体
育
セ
ン
タ
ー
で
は
剣
道
競
技

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
競
技
で
は
奄
美
市
が
連
覇
。
徳
之
島

町
は
３
位
と
な
り
ま
し
た
。
剣
道
競
技

で
は
徳
之
島
町
チ
ー
ム
は
決
勝
戦
へ
勝

ち
進
み
、
奄
美
市
と
の
対
戦
で
惜
し
く

も
１
ポ
イ
ン
ト
差
で
敗
れ
準
優
勝
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
同
日
伊
仙
町
総
合
体

育
館
で
行
わ
れ
た
全
空
連
空
手
道
競
技

で
は
、
団
体
組
手
の
女
子
の
部
で
徳
之

島
町
が
見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

７
月
２
日
、
役
場
町
長
室
に
て
「
第

68
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
出

発
式
が
行
わ
れ
、
内
閣
総
理
大
臣
・
安

倍
晋
三
氏
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
、
罪
を
犯
し

た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を

合
わ
せ
、
犯
罪
の
な
い
地
域
社
会
を
築

こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。
５

月
に
亀
津
南
区
に
開
所
し
た
「
南
大

島
保
護
区
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
を
拠
点
に
、
徳
之
島
町
で
活
動

す
る
保
護
司
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
っ

て
運
動
が
推
進
さ
れ
ま
す
。

大
島
地
区
大
会
、
徳
之
島
町
で
は
女
子
ソ
フ
ト
と
剣
道

犯
罪
や
非
行
の
な
い
、
安
全
な
社
会
へ
向
け
て

７
月
１
日
、
２
０
１
８
「
ト
ラ
イ
ア

ス
ロ
ン
Ｉ
Ｎ
徳
之
島
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
大
会
は
台
風
接
近

に
よ
る
影
響
で
ス
イ
ム
が
ラ
ン
に
変

更
。
ま
た
バ
イ
ク
コ
ー
ス
も
、
畦
プ
リ

ン
ス
ビ
ー
チ
県
道
入
り
口
が
折
り
返
し

地
点
へ
変
更
さ
れ
、
走
行
距
離
を
短

縮
。
ラ
ン
（
５
・
８
㌔
）・
バ
イ
ク
（
約

37
㌔
）・
ラ
ン
（
20
㌔
）
の
「
デ
ュ
ア

ス
ロ
ン
形
式
」
と
な
り
、
バ
イ
ク
が
折

り
返
し
て
行
き
交
う
大
会
初
の
光
景
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
大
会
前
日
に
は
「
第
９
回
チ
ャ

レ
ン
ジ
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
」
も
開
催
さ
れ
、
徳

之
島
町
か
ら
も
多
く
の
児
童
生
徒
た
ち

が
参
加
。
ス
イ
ム
・
バ
イ
ク
・
ラ
ン
の

合
計
タ
イ
ム
で
競
い
合
い
、
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

台
風
影
響
で
大
会
初
の  「
デ
ュ
ア
ス
ロ
ン
」
形
式
に

折り返して行き交う大会初の光景に

前日のチャレンジ KIDS で子ども達も奮闘

エイド等のボランティアも大会に大きく貢献
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今まで経験したことを少しでも活か
し、町民の皆様のお役に立てるよう日々
精進していきたいと思います。

徳之島町での暮らしを最期まで！地
域の元気な高齢者をますます、元気で
過ごせるよう支えていきます。

一生懸命仕事に取り組み、町民の皆
様の助けになれるよう頑張っていきま
す。

徳之島の優れた特産品や、他にも知
られていないたくさんの魅力を全国の
方に知っていただくため頑張ります！

町加工センター「みのり館」で徳之
島ならではの特産品の開発、販路拡大
を目指して頑張ります。

町民の皆さんに親しまれ、分かりや
く読みやすい「徳之島町誌」の刊行を
目指して頑張ります。

毎日子どもたちからたくさんの元気
をもらっています。徳之島町の子ども
たちの笑顔のためにがんばります！

楽しい職場づくり町づくりを心掛け、
自分の能力を余さず発揮し、地元の発
展に寄与できるよう頑張ります。

好きな言葉は「情熱」です。情熱を持っ
て、町民の皆様、徳之島の為に頑張っ
てまいります。

自然が溢れる徳之島で、町民の皆様
に多くの笑顔を届けられる職員として
頑張っていきたいです。

新規採用
職員紹介

平成 30 年４月から、新たに採用された 10 名の職員が勤務
しております。町民の皆様、よろしくお願いいたします。

稲島 勇晃
いなしま ゆうこう

農林水産課大工園 沙織里
だいくぞの さ　お　り企画課

（ふるさと思い
 やり応援推進室）

里村 哲修
さとむら てっしゅう

介護福祉課

住田 直幸
す み た なおゆき

建設課

中村 大将
なかむら ひろまさ

地域営業課

南郷 生美
なんごう い く み

住民生活課

前里  香
まえさと かおり

亀徳幼稚園

森　淳
もり じゅん

花徳支所

米原 祐磨
よねはら ゆ う ま

耕地課

東  慶久
ひがし のぶひさ社会教育課

（町誌編さん室）
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町からのお知らせ
あなたの家のリフォームを支援します

平成 30 年度徳之島町住宅リフォーム助成事業のご案内
建設課 　☎ 0997-82-1111（内線 253）問

補助額　　　　　　　　　　対象世帯・対象工事

①一般世帯補助金
【補助率】　　
対象工事費の１５％
【限度額】　　２４万円

全ての世帯

・居室等の増築，間取りの変更
・屋根、外壁、床、壁、天井等の改
修

・台所、トイレ、浴室、洗面所の改
修など

対象とならない工事（住居部分に関係しない工事、工事を伴わない機器のみの取替えなど）
・新築工事・設備機器の取替え・電話、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ等の配線工事・改築工事・下水道接続工事

・庭木の剪定、植栽工事・解体工事・門、ﾌﾞﾛｯｸ等の外構工事・公共工事の施工に伴う補償工事など

補　

助　

要　

件

徳之島町では、住宅の長寿命化、質の向上と併せて地域経済の活性化、雇用の安定化を図るため、

町民が町内の施工業者を利用して、個人住宅のリフォームを行う場合に、その費用の一部を補助

します。※同一住宅、同一人につき、「一回限り」の補助です。

補助対象者　・徳之島町内に居住及び住民登録をしていて、町税等を滞納していない人
補助対象住宅・①補助対象が所有し、現に自ら居住している住宅（貸家は対象外）

②ＵＩＪターン予定者等の購入住宅。
※店舗等との併用住宅は個人住宅部分、マンション等の集合住宅は個人専用
部分が対象。

施工業者（ ※町税等の滞納がないこと。）

・徳之島町内に本社、支社、営業所等を有する法人又は住所を有する個人業者
※リフォームに係る見積書、契約書、領収書を町内の住所で発行できること。（原
則）

補助対象工事費・対象工事費（税込）が２０万円以上であること。
その他　　　　 ・ 他の住宅関連助成制度と工事内容が重複していないこと。

・徳之島町に補助申請を行い、町から補助金の「交付決定通知書」が届いてか
ら着工し、町が指定する期限内に完了すること。（事前着工・完了住宅は認め
られません。）

募集期間 受付場所 受付時間 受付件数（予定） 工事完了期限

８月１日（水）
～

９月７日（金）

徳之島町役場
2階（海側）
建設課

午前 9時～正午
午後 1時～ 5時 4件 平成 31年 2月 28日

※受付期間終了後、受付予定件数を上回った場合は、書類確認後抽選を行い、補助対象者を
決定します。

※申請書等の様式は、徳之島町役場 2階建設課建築係に用意してあるほか、徳之島町ＨＰか
らも入手できます。
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町からのお知らせ

台風などの災害にあった場合には税金の減免や、徴収を猶予するなどの措置が受けられる場合が

あります。減免を希望される方は税務課で申請を行ってください。

 町県民税の減免
（1）災害により、町県民税の納税義務者が死亡した場合や障がい者となった場合、生活保護法の

　生活扶助を受けるようになった場合

（2）災害により、住宅や家財につきその損害の金額（保険金、損害賠償金等で補てんされた又は

　されるべき金額を除く）がその住宅又は家財の価格の 10 分の 3 以上である場合

（3）災害により、農作物の損失額（農業災害補償法によって支払われる農作物共済金額を除く）が、

　平年時の収入金額の 10 分の 3 以上あった場合、町民税の所得割額について、その程度により

　減額又は免除

※（1）、（2）については、災害を受けた日から 30 日以内に申請し、災害を受けた日以後の納期

　の末日が到来する税額が対象。（3）については、農作物収穫終了後の 1 月末日までに申請し、

　町県民税の所得割額が対象。

固定資産税の減免
（1）災害を受けた農地や宅地が流失、水没、埋没又は崩壊等により作付不能又は使用不能となっ

　た場合損害の程度により軽減又は免除

（2）災害を受けた家屋については、その損害の程度により軽減又は免除

※災害を受けた日から 30 日以内に申請し、災害を受けた日以後の納期の末日が到来する税額が対象

年度当初の日程が変更になりました

年金相談所（８月以降）の開設日について

年金相談所の開設日が、今年度当初の予定から右表のと

おり変更となりました。（９月、11月、１月、３月は年金

相談はありません。）相談は予約制です。開設時間が午前

のと午後の日があります。相談を受けられる方は町住民生

活課国民年金係までお申し込みください。

またご来場の際は、年金手帳やねんきん定期便、運転免

許証など、身分確認ができる書類をご持参ください。

●時間＝【午前】午前９時～正午　【午後】午後１時～５時

●場所＝町役場１階会議室

●相談内容＝ 10 年短縮による年金請求のこと、国民年

　金・厚生年金船員保険等の年金制度全般に関すること

税務課　☎ 0997-82-1111（内線 142、143）

対象の方は申請を

災害による損害を受けた方への町税の減免等について
問

住民生活課　☎ 0997-82-1111（内線 121）問

平
成
30
年
８
月
28
日
（
火
）
午
後

平
成
30
年
８
月
29
日
（
水
）
午
前

平
成
30
年
10
月
16
日
（
火
）
午
後

平
成
30
年
10
月
17
日
（
水
）
午
前

平
成
30
年
12
月
18
日
（
火
）
午
後

平
成
30
年
12
月
19
日
（
水
）
午
前

平
成
31
年
２
月
13
日
（
水
）
午
後

平
成
31
年
２
月
14
日
（
木
）
午
前

【８月以降の年金相談所開設日】
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町からのお知らせ
どなたでも安心して相談を

弁護士相談会を開催します

主に消費者問題に関する相談について、弁護士相談会を開催します。

相談は無料です。相談をご希望の方は事前の申し込みが必要となりますので、８月 24 日（金）

までに役場企画課へお申込みください。

●日時＝平成 30 年８月 30 日（木）　午前 11 時 30 分～午後２時 30 分（※１件につき 30 分以内）

●場所＝徳之島町生涯学習センター２階研修室

●内容＝消費者問題に関する相談（※件数に満たない場合は消費者問題以外の相談も対象とします。）

企画課　消費生活相談窓口　☎ 0997-82-1111（内線 222）問

ご協力をお願いします

新庁舎建設に係る町民アンケートについて

15 歳以上の徳之島町民 2,000 人を対象とした、新庁舎建設に係る

町民アンケートを 7 月下旬に発送しております。アンケートは、住

民基本台帳から 2,000 人を無作為に選んで送付しています。

お手元にアンケート票が届いている方は、回答期限内に同封の返信

用封筒で返送いただくか、集落駐在員、又はお近くの役場職員にお

渡しください。

よりよい庁舎建設のため、町民の皆さまのご協力をお願いします。

総務課財政係　☎ 0997-82-1111（内線 211、212）問

必ず届出を行ってください

森林を伐採する時は「伐採届」を

森林所有者の方などが保安林を除く森林を伐採する時は、森林法第 10 条の 8 などの規定により、

あらかじめ町に伐採届 ( 伐採及び伐採後の造林の届出書 ) の提出が必要となります。

この届出制度は、森林資源の状況を把握するとともに、森林の伐採とその後の造林施業が町の森

林整備計画に基づいて適正に行われるように設けられています。

なお、保安林に指定されている森林を伐採する場合は、事前に県知事の許可が必要となります。

農林水産課　☎ 0997-82-1111（内線 241、242）問

○森林所有者であっても、届出は必ず必要です。

○森林施業のためでも、主伐・間伐を問わず届出が必要です。

○伐採を開始する日の 30 日から 90 日前までに提出します。

○無届伐採は、行政指導や罰則対象となります。

～伐採届の留意事項～



– 20 –2018 年 8 月号広報とくのしま

町からのお知らせ
分別がされていないと収集されません

ごみの分別等のルールを守りましょう
住民生活課 　☎ 0997-82-1111（内線 121）問

●ごみはきちんと分別をして、収集日の朝 8 時 30 分までに出してください。
　（地区の指定時間があればそれにしたがってください）
●ごみステーションの周りは、近所の迷惑にならないよう清潔に利用しましょう。
●前日には絶対出さないでください。猫やカラスが食い散らかし、ステーション付近の環境が悪く
　なります。
●ごみカレンダーを確認して収集日に出してください。

※よく街中でみられる透明のごみ袋は、事業系のごみです。ごみ収集業者と事業者で契約を交わ

した上で回収しています。お間違えのないようにお願いします。

町役場住民生活課からごみの分別についてお知

らせとお願いです。

缶・ビン・ペットボトル・発砲スチロールは、

指定の資源ごみ袋（黄色の袋）に別々に入れて名

前を書き、指定収集日に出してください。

ペットボトルは、ラベル・キャップは必ずはが

して分別してください。

ラベル・キャップは必ずボトル等
から取り外して分別し、燃えるご
みに出してください。

段ボールや新聞紙は紙ひもで束ね
て処理シールを貼付して出してく
ださい。

●その吸殻や空き缶、誰が拾っていますか？
車窓からのタバコのポイ捨てや、空き缶等のポイ捨てが後を絶ちません。そのごみは、子ども

たちや地域のボランティア等の善意により拾われています。ごみのポイ捨ては恥ずべき行為です。

町条例では、ごみのポイ捨てに関する町民や事業者の責務が明記されています。業者によるポイ

捨ても見受けられます。ごみのポイ捨ては絶対にやめましょう。

●不法投棄は重大な犯罪です
廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法）第 16 条には「何人も、みだりに廃棄物を

捨ててはならない」と定められています。たとえ、それが自分の土地であっても違法な行為とな

ります。土地の所有者は、自分の土地を清潔に保つように努めなければなりません。（廃棄物処理

法第 5 条）。景観の悪化、害虫の発生、さらには有害物質が土壌や地下水を汚染する可能性もあり、

私たちの生活環境に大きな影響を与える問題です。不法投棄は絶対にやめましょう。
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町からのお知らせ
自分の読んだ本を記録しませんか

「読書通帳」サービスが始まります
町立図書館　☎ 0997-82-1239問

徳之島町立図書館では、ふるさと思いやり基金（ふるさと

納税）活用事業として、読書通帳を導入いたしました。読書

通帳は銀行の通帳のように、自分が読んだ本を印字で残すこ

とができます。１冊１冊の思い出を記録として残してみませ

んか？詳細については図書館職員へお尋ねください。

山ハレー船大会後に実施します

「東天城祭り」を開催します

徳之島町町制施行 60 周年記念事業「東天城祭り」を開催します。

大人も子どもも遊べるイベントブースや民芸品の手作り体験、

地域の伝統芸能の披露など盛りだくさんの内容です。また、夜に

は花火も打ち上がります。たくさんの方のご来場をお待ちしてお

ります。

●日時＝平成 30 年９月２日（日）ハレー船大会終了後

●場所＝山漁港

花徳支所　☎ 0997-84-0048問

大当地区に机や椅子が整備されました

一般コミュニティ助成事業について

「平成 30 年度の自治宝くじ助成事業」として、大当地区が「一般コミュニティ事業」の対象となり、

机、イス、テレビ、カラオケセット等が整備されました。

これは、一般財団法人自治総合センターが宝くじの普及広報活動の一環として、住民が行うコミュ

ニティ活動の促進に助成を行っているものです。今後大当地区集落会は、コミュニティ活動の推進

や各種行事等に有効活用し地域の活性化に役立てる予定です。

社会教育課　☎ 0997-82-2904問
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情報掲示板
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説

明
会
の
ご
案
内

大
島
税
務
署
と
徳
之
島
町

商
工
会
及
び
伊
仙
町
商
工
会

で
は
、
事
業
者
の
方
を
対
象

に
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度

に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
多
く
の
事
業
者
の
方

に
関
係
す
る
制
度
で
す
の
で
、

是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
＝
平
成
30
年
９
月
10
日

（
月
）
午
後
２
時
～
３
時
30

分
ま
で

●
場
所
＝
徳
之
島
町
商
工
会　

２
階
会
議
室

●
定
員
＝
30
名
程
度

※
説
明
会
場
の
駐
車
場
に
は
限

り
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
来
場

の
際
に
は
、
公
共
交
通
機
関

等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
徳
之
島
町

商
工
会
☎
０
９
９
７
―
８
２
―

１
４
０
９

あ
な
た
の
戸
籍
を
つ
く
る
た
め

に
～
無
戸
籍
の
方
へ 

あ
き
ら

め
な
い
で
～

戸
籍
は
、
日
本
国
籍
で
あ
る

こ
と
を
証
明
で
き
る
唯
一
の
公

的
証
明
で
す
。

近
年
、
日
本
人
で
あ
り
な
が

ら
戸
籍
の
な
い
人
（
以
下
「
無

戸
籍
者
」
と
い
い
ま
す
。）
が

い
る
こ
と
が
社
会
問
題
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
、
無
戸
籍
者
は

１
万
人
い
る
と
の
報
道
も
さ
れ

ま
し
た
。

鹿
児
島
地
方
法
務
局
で
は
、

無
戸
籍
者
又
は
そ
の
関
係
者
か

ら
、
無
戸
籍
と
な
っ
た
事
情
を

う
か
が
っ
た
上
で
、
ど
の
よ
う

な
手
続
に
よ
っ
て
戸
籍
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
る
か
一
緒
に
考

え
、
無
戸
籍
状
態
の
解
消
に
向

け
た
相
談
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

無
戸
籍
で
お
悩
み
の
方
又
は

無
戸
籍
者
を
知
っ
て
い
る
方

は
、
ま
ず
御
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
鹿
児
島
地

方
法
務
局
奄
美
支
局

☎
０
９
９
７
―
５
２
―
０
３
７
６

専
用
相
談
電
話
「
子
ど
も
の
人

権
１
１
０
番
」
の
ご
案
内

学
校
に
お
け
る
い
じ
め
や
家

庭
内
に
お
け
る
虐
待
等
の
事
案

は
、
依
然
と
し
て
数
多
く
発
生

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

の
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
人

権
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
の

人
権
相
談
活
動
を
強
化
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
専
用
相
談

電
話
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０

番
」強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

相
談
内
容
は
、
い
じ
め
、
体

罰
、
虐
待
な
ど
内
容
は
問
い
ま

せ
ん
。
ま
た
、
相
談
に
は
法
務

局
職
員
又
は
人
権
擁
護
委
員
が

応
じ
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
実
施
期
間
＝
平
成
30
年
８
月

29
日（
水
）～
９
月
４
日（
火
）

●
時
間
＝
【
平
日
】
午
前
８
時

30
分
～
午
後
７
時
ま
で
【
土

日
】
午
前
10
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で

●
電
話
番
号
＝
子
ど
も
の
人

権
１
１
０
番
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
☎
０
１
２
０
―
０
０
７
―

１
１
０　
（
全
国
共
通
・
無

料
）
※
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
か

ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
鹿
児
島
地

方
法
務
局
人
権
擁
護
課　

☎
０
９
９
―
２
５
９
―
０
６
８
４

８
月
は
人
権
同
和
問
題
啓

発
強
調
月
間
で
す

私
た
ち
の
社
会
に
は
、
同
和

問
題
を
は
じ
め
、
女
性
、
子
ど

も
、
高
齢
者
等
へ
の
差
別
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
悪
質

な
書
き
込
み
な
ど
、
様
々
な
人

権
問
題
が
依
然
と
し
て
存
在

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
最
近
で

は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
の
性
的
少

数
者
へ
の
偏
見
や
差
別
も
顕
在

化
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
人
権
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
は
、
県
（
市
・
町
・
村
）
民

一
人
ひ
と
り
が
お
互
い
の
人
権

を
尊
重
し
、
偏
見
や
差
別
の
な

い
社
会
の
実
現
に
向
け
て
意
識

を
高
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
も

身
近
な
こ
と
か
ら
人
権
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
鹿
児
島
県

人
権
同
和
対
策
課　

☎
０
９
９
―
２
８
６
―
２
５
７
４

国民年金に
ゆとりをプラス

自分で入る
公的な個人年金

　自営業、フリーランスな方など、国民年金の保険料を納めている60歳未満の方（国民年金の第１号被保険者）が
ご加入できる公的な年金制度です。なお、平成２５年４月から６０歳以上６５歳未満の方も、基金に任意加入できます。

●ご相談・お問合わせ・資料請求は
　お気軽にお電話ください。

☎０１２０－６５－４１９２
☎０１２０－２０－６２４３

鹿児島県国民年金基金
〒 892-0828　鹿児島市金生町 7 番 8 号

http://www.kagosima-kikin.or.jp/

ろうご よ い く にフリーダイヤル
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情報掲示板
町文化会館の電気系統故障

に伴う貸館停止のお知らせ

　徳之島町文化会館は、館内の電気系統故障の
ため、しばらくの間貸館業務を停止いたします。
　ご利用の皆様には大変ご迷惑をおかけします
が、ご理解とご協力をいただきますようお願い
申し上げます。

【徳之島町文化会館　☎ 0997-83-1682】

有
料
広
告

指定席・自由席 2,000 円（当日 2,500 円）

指定席・自由席 1,000 円（当日 1,500 円）

一般

高校生以下

前売り開始日　平成 30 年９月１日

主催／徳之島町、鹿児島県、（一財）自治総合センター　後援／徳之島町教育委員会

【プレイガイド】
徳之島町文化会館
JAあまみ徳之島旅行センター
フレッシュマートとくやま
ショップかんだ
サクライズ
直売所百菜

☎ 0997-83-1682

※指定席・自由席ともに同額です。
○この公演の入場料は、宝くじの助成により特別料金になっています。
○未就学児の同伴・入場はご遠慮ください。 ○託児あります・・・お一人 300 円（事前申込みが必要です。）



– 24 –広報とくのしま 2018 年 8月号

～徳之島町青少年育成町民会議～

少年の明るい未来のために

大人が今できること
～大人からはじめるあいさつ運動～

絵画コンクール作品募集！ ～テーマ「 歩いて登校」 ～

徳之島町青少年育成町民会議では、町民の皆さまに青少年健

全育成への理解と関心を深めていただくため、町内の児童生徒

へ絵画を募集いたします。多数のご応募お待ちしております。

（詳しくは、町公式サイト等の募集要項をご覧ください。）

歩いて登校するためには、早寝・早起き・朝ごはんのしっか

りとした生活習慣を身に着けることが大切です。早寝・早起き・

朝ごはんの習慣を身につけ「歩いて登校」する子どもは、授業

中の集中力も持続し、体力も学力も高いといわれています。保

護者の力を借りずに、自分の力で歩いて登校しましょう！

元気なあいさつができる子どもは、周囲との社交的なコ

ミュニケーションを豊かにし、自己肯定感を高く持ち、何

事においても前向きです。地域の子どもたちが成長する上

で身につけてほしいことですが、これは意識的にあいさつ

を続けることで身についていくものです。大人から日常的

にあいさつをすることで、子どもがあいさつをしやすい環

境を作っていきましょう。

また、登下校でのあいさつは子どもの見守り活動につな

がり、事件や事故を防止する役割も兼ね備えています。朝

のゴミ出しや家周りの清掃を登下校の時間に合わせて、子

どもたちを見守ってみませんか？「おはよう」、「げんき？」

の一言で、子どもの安心・安全な環境を守っていきましょう。

すべてのわれんきゃ（子どもたち）が、元気なあいさつ

ができる大人に成長するように、家族で！地域で！職場で！

あいさつをよろしくお願いいたします。

徳之島町青少年育成町民会議事務局（町教育委員会社会教育課）　☎ 0997-82-2904問

青少年育成町民会議

【あいさつ運動を実践している町民会

議委員・青少年育成推進委員の感想】

口あいさつ「きゅうがめ

ら」を実践しています。島
うちの地区の子どもたちは「きゅ

うがめら！」と大きい声であい

さつを返してくれますよ。

務で始めたあいさつ運動。

今では、子どもたちの成長義
が楽しみになりました。自分の

生活の励みになっています。

徳之島町青少年育成町民会議では、「大人からはじめるあいさつ運動」を推進しています。

あいさつには、たくさんの良い効果があります。「お互い明るい気持ちになること」、「自分の印象

を良くする」、「相手の心を開く」など、良好な人間関係を築いていく為にあいさつは大切な手段です。

「 きゅぅ うがめ～ら！」

「 きばとぅんせ？」

（ おはよう！）

（ げんき？）

青
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アマミノクロウサギを交通事故から守ろう！

企画課　☎ 0997-82-1111（内線 222）問

【写真提供】環境省徳之島自然保護官事務所

◆夜間の車の運転に注意
　県道轟木～松原区間、県道畦～与名間区間では、アマ

ミノクロウサギが死亡する事故が増えています。アマミ

ノクロウサギは、夜行性で道路のような開けた場所で食

事やフンをする習性があることから、夜間にスピードを

出した車両との接触により多くの命が失われています。 車にひかれたクロウサギ

交通事故数が原因で死亡したと思われるクロウサギの数は

平成２９年度が７件でしたが、本年度が始まり４ヶ月で５件

発生しており、死亡件数が急増しています。

　また、死亡したクロウサギの中には母乳が出始めたばかり

の個体もいたことから、巣穴の中で授乳できずに死んでいっ

た子ウサギがいることが考えられます。

　夜間に徳之島北部を車で運転する際は、動物の飛び出しに

注意し、安全運転を心がけましょう。クロウサギ注意喚起看板

こ
の
た
び
、
７
月
１
日
付
で

教
育
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
、
福
宏
人
で
ご
ざ
い
ま
す
。

地
元
徳
之
島
で
、
再
び
教
育

行
政
に
携
わ
れ
ま
す
こ
と
に
、

深
い
感
慨
を
覚
え
て
お
り
ま

す
。
先
人
が
築
い
た
徳
之
島

な
ら
で
は
の
教
育
風
土
の
再

構
築
に
務
め
、
ま
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ

な
ど
の
新
し
い
教
育
技
術
の

導
入
を
図
り
、
町
民
の
皆
様

と
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
町

教
育
行
政
の
た
め
誠
心
誠
意

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
教
育

委
員
会
制
度
の
改
正
法
を
受
け
、
徳
之
島
町
教

育
委
員
会
が
新
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

秋
武
喜
一
郎
前
教
育
長
の
後
任
と
し
て
、
教

育
委
員
長
と
教
育
長
を
一
本
化
し
た
福
宏
人
新

教
育
長
が
就
任
。
教
育
委
員
も
新
た
に
野
中
貴

司
委
員
が
加
わ
り
、
新
教
育
委
員
会
制
度
の
も

と
、
町
長
部
局
と
も
連
携
を
深
め
、
よ
り
よ
い

学
校
教
育
・
社
会
教
育
行
政
の
た
め
に
ま
い
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
お
力
添
え

を
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

教
育
委
員
会
が
新
体
制
と
な
り
ま
し
た

教
育
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

教
育
委
員
会
だ
よ
り

(

ふ
く
・
ひ
ろ
と
）
58
歳
。

徳
之
島
町
山
出
身
。
立
命
館

大
学
法
学
部
卒
。
１
９
８
６

年
に
教
職
に
就
き
、
教
頭
、

社
会
教
育
指
導
主
事
な
ど
を

歴
任
。
今
年
３
月
に
山
小
学

校
長
を
退
職
。
現
教
育
長
。

（後列）左：野中貴司 委員　右：安田司 委員
（前列）左：大河平才毅 委員　中央：福宏人 教育長　右：清瀬利津子 委員



– 26 –2018 年 8 月号広報とくのしま

図書館かち
行かでー！

～Let's go to the library! ～ 

『なくのかな』

内田　麟太郎／作

おでかけの途中、お父さんとお母
さんにはぐれて、泣くのをこらえ
ていたぼく。知らないどこかでひ
とりぼっちになったら、鬼でも泣
くのかな。オオカミでも泣くのか
な。泣きたいときは、泣いてもい
いんだよ。

『万引き家族』

是枝　裕和／著

高層マンションの谷間に取り残さ
れた平屋に住む、夫婦と息子、妹。
彼らの目当ては祖母の年金。足り
ない生活品は万引きで賄う。家族
は「犯罪」でしかつながれなかっ
た…。

徳之島町立図書館から、
新着本やイベントなどのお知らせ。

徳之島町立図書館　☎ 0997-82-1239

☆ 8/6 （月）月遅れ七夕まつり　午前 10 時～ 12 時

☆ 8/10（金）～ 8/31（金）貝殻標本展示

☆ 8/19（日）貝殻標本名づけ会　午前 10 時～ 12 時

○返却ポスト回収予定日

　阿田野平住宅 （8/4、 8/21）、 花徳支所 （8/17、 8/26）

☆夏休みは月曜日も開館いたします！

　8/6 ・13・20（月）臨時開館　午前 9：30 ～午後 5 時

お知らせ

本
を
読
ん
で
、

人
生
を
豊
か
に
。

の図書館展示8 月
・ 課題図書

・ 夏いろいろ

・ おすすめ文庫本

・ 戦争のはなし

・ 妖怪の本　 ・ 虫の本

・ 8 月の作家 『金原ひとみ』

《図書館開館時間》火～金曜日：午前 10 時～午後７時
　　　 土・日・祝日：午前９時 30 分～午後５時

『13 歳からの絵本ガイド』

金原　瑞人／著

作家、翻訳家、書店員など、様々
な形で絵本に携わる 14 人が 10 代
にこそ出会ってほしい絵本を厳選。
名作・ロングセラーから 2017 年刊
行のものまで、絵本 100 冊を幅広
く紹介。

『子どもを持つ親が病気になった時
に読む本』

ポーラ・ラウフ／著

“ 病気を抱えながら子育てをする ”
という難題にうまく対応し、子育
ての自信を取り戻すためのアドバ
イス集。子どもへの伝え方、心の
ケア、暮らし方など「子どものた
めにすべきこと」を具体的に解説。

『セカンドステージ』

五十嵐　貴久／著

二人の小学生を持つ杏子。無理解
な夫には内緒で、育児で疲れてい
るママ向けにマッサージと家事の
代行会社を起業する。従業員はお
年寄り限定。孤独なママたちのト
ラブルを解決し、ハラハラどきど
き、涙あり、ほっと心温まるシー
ンあり。さわやかな気持ちになり
ます。

☆職員おすすめ本☆　    

町制施行 60 周年記念事業「世界自然遺産登録に向けて」　

故 中村正弘氏　遺作　徳之島の自然写真展
日時 ： 7/20（金）～ 9/23（日）まで

場所 ： 図書館ロビー （町生涯学習センター 1 階）

○あかちゃんおはなし会　8/5（日）午後 2 時 30 分～

○毎月のおはなし会　8/11・25（土）午後 2 時 30 分～

◆中村写真展
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○
妊
娠
中
の
心
と
身
体
の
付
き
合
い
方

　

～
妊
娠
の
経
過
と
過
ご
し
方
～

○
赤
ち
ゃ
ん
の
栄
養
と
食
事

　

～
妊
娠
中
・
産
後
、
赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
る

　

食
に
つ
い
て
～

○
沐
浴
体
験

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
の
ご
案
内

予
防
接
種
で
子
ど
も
の

病
気
予
防
を

母
子
手
帳
交
付
・
歯
科
相
談

【
日
に
ち
】
８
月
20
日
（
月
曜
日
）

【
時　

間
】
10
時
～
12
時

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

※
母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ

　

さ
い
。

【
受
付
時
間
】
14
時
～
14
時
30
分

【
対
象
者
】

妊
婦
さ
ん
、
幼
児
、
一
般
の
方
、

３
ヶ
月
以
上
歯
科
健
診
・
フ
ッ
化
物

塗
布
を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん

【
受
付
時
間
】
13
時
30
分
～

【
日
に
ち
】
８
月
16
日
（
木
曜
日
）

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
歯
科
相
談

○
母
子
手
帳
交
付

鹿
児
島
県
子
ど
も
予
防
週
間

お
待
ち

 

し
て
ま
す
！

特
定
健
診
・
長
寿
健
診
結
果
報
告
会
を
開
催
し
ま
す

７
月
～
８
月
に
受
け
ら
れ
た
健
診
の
結
果
説
明
と
健
康
相

談
を
次
の
日
程
で
実
施
い
た
し
ま
す
。
健
診
会
場
で
結
果
報

告
会
の
チ
ラ
シ
を
も
ら
っ
た
方
が
対
象
で
す
。

※
健
診
結
果
の
受
け
取
り
は
、
本
人
ま
た
は
ご
家
族
の
方

に
限
り
ま
す
。

徳之島町保健センター　電話 :0997-83-3121

特
定
健
診
・
長
寿
健
診
を

受
け
ら
れ
た
方
へ

日　時 場　所 受付時間

９月 10 日（月）
【午前】花徳 ( 前川 ) 生活館

【 午 　 前 】 

9 ： 0 0 ～ 9 ： 3 0 

【 午 　 後 】 

13：00 ～ 13：30

【午後】山公民館

９月 11 日（火）保健センター

９月 12 日（水）保健センター

９月 13 日（木）保健センター

９月 14 日（金）【午前のみ】大当生活館

平
成
30
年
８
月
１
日
か
ら
８
月
８
日
の

間
、
予
防
接
種
で
防
げ
る
感
染
症
の
撲

滅
に
努
め
る
た
め
、
県
は
「
鹿
児
島
県
子

ど
も
予
防
週
間
」
を
定
め
ま
し
た
。

定
期
接
種
を
受
け
る
こ
と
で
、
重
症

化
予
防
・
家
族
や
周
囲
へ
の
感
染
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

定
期
接
種
対
象
者
で
自
宅
に
予
診
票

が
届
い
て
い
る
方
は
、
対
象
年
齢
内
に
接

種
を
お
願
い
し
ま
す
。

接
種
方
法
で
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、

町
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

必ずご自身で健診結果を確認

し、 早めの対策で病気の発症 ・

重症化予防に努めましょう。
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「私たちの健康は私たちの手で」をスローガンに活動している “ 食改 ” の皆さん。昭和 49 年
の創立以来、保育所や幼稚園では島の食材を使ったおやつ作りを、卒業後に島を出る高校生に
は島の味を忘れないようにと郷土料理教室を、また働く世代には、事業所に出向き減塩や食の
大切さに関心を持ってもらえるようヘルシー弁当の提供と、地域住民の栄養改善に取り組んで
います。このような活動功績が讃えられ，平成８年に県食生活改善推進連絡協議会会長賞、平
成26年にはかごしまの″食″活動大賞（食育活動部門）を受賞。今後も幅広い活動が期待されます。

わっきゃまちの
きまいたりっちゅ

手々小・中学校では朝のボランティア清掃活動が伝統
となっています。今年からは毎月第 2 土曜に「校区内
の清掃ボランティア活動」にも取り組んでいます。

毎月第３日曜日、子どもたちやＰＴＡを含
め、手々区民全員で清掃作業に取り組んでい
ます。この日は手々小・中学校正門から手々
福祉館までの約 500 ｍの県道沿いを清掃。保
育園児から小学生・中学生・高校生、保護者、
総勢 25 名での作業となり、ゴミや落ち葉など
を集めて綺麗にすることができました。これ
らの活動を通して、手々小・中では「郷土を
愛し・守る心」の醸成を目指しています。

きゅらしま
むうるし

大作戦！
～青少年育成町民会議・ボランティア清掃活動～

手
々

の皆さん
徳之島町食生活改善推進員

私たちの仲間になりませんか？会員募集中！男性も大歓迎♪


